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ワークショップ
海底ケーブルの科学利用と関連技術に関する将来展望-第3回-

2020/12/4

2013年7月9日 南房総市での海底ケーブルの陸揚げ風景
提供：防災科学技術研究所
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千葉県での津波災害（江戸時代以降）
地震発生日、震央地名、地震の規模 津波被害

1605.2.3(慶長9年12月16日)
東海・南海・西海諸道、M7.9

房総半島東岸に大津波が来襲した。一時潮が引いて30余町（30ha）干潟になり、ついで津波が来襲した。上総下総の
沿岸45か村の漁村農村が押し流された。大津波は小山の中腹まで押し寄せた。

1677．11．4(延宝5年10月9日)
磐城・常陸・安房・上総・下総、

M8.0

房総沿岸に大津波があった。各地の推定津波浸水高は、東浪見村6.0～7.5ｍ、矢指戸村5.5～7.0ｍ、岩船浦6.5～8.0

ｍ、御宿浦4.5～7.0ｍ、沢倉村5.5～7.0ｍなどであった。

1703．12．31(元禄16年11月23日)
江戸・関東諸国、M7.9~8.2

房総沿岸に大津波があった。各地の痕跡高は、御宿8ｍ、勝浦7ｍ、鴨川6.5ｍ、千倉9.2ｍ、相浜11～12ｍ、保田6.5

ｍなどであった。

1923．9．１(大正12年)

神奈川県部、M7.9

布良付近で津波による浸水があった。各地の推定津波高は布良4.5ｍ、洲崎4ｍ、勝山2.2ｍ、木更津1.8ｍなどであっ
た。

1953．11．26(昭和28年)

房総半島南東沖、M7.4

銚子付近で最大波高3ｍ記録したが、被害なし。

1960．5．23(昭和35年)

チリ沖,M8.5

九十九里浜、銚子、勝浦、天羽などの海岸に津波がおこった。津波の波高は銚子で153cm、布良で67cmであった。

2011.3．11（平成23年）
三陸沖、M9.0

津波観測点「銚子」では押波による第一波を15時13分に観測。17時22分に津波の最大の高さ2.5ｍを観測した。潮位
計のデータでは、13日以降も津波による潮位変化が観測されている。九十九里地域に押し寄せた津波は、山武市では
海岸線から３ｋｍ近くの陸域にまで到達し、利根川では河口から18.8ｋｍまで遡上、浸水面積は九十九里地域（銚子
市～いすみ市）で23.7ｋ㎡に達した。この津波は、旭市飯岡地区に甚大な被害をもたらした。海岸防御ラインの背後
に砂丘や保安林のないこの地区に、7.6ｍと推定される第3波の津波が襲来し、県民の生命・財産を奪い去った。
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新編日本被害地震総覧（宇佐美、1996） 理科年表（国立天文台 編、2016）

延宝地震

元禄地震

東北地方太平洋沖地震
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千葉県の津波想定地震
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 東北地方太平洋沖地震（2011年）は、岩手県北部から茨城県南部までの
日本海溝沿いを震源域とした地震

 その震源域の南側に隣接する千葉県東方沖の日本海溝沿いは割れ残り
 延宝地震（1677年）の震源域のうち、東北地方太平洋沖地震で破壊され

なかった領域を対象とした「房総半島東方沖日本海溝沿い地震」
（M8.2）を想定し、千葉県の津波想定地震として防災対策

東北地方太平洋沖地震の震源域
地震調査研究推進本部（2011）気象研究所資料

千葉県地域防災計画（2020）

「房総半島東方沖日本海溝沿い地震」被害想定

最大波高：銚子市で約８．８ｍ、
いすみ市で約８．３ｍ

人的被害：死者数は約５，６００人
（早期避難を開始しない場合）

想定震源域

浸水想定図：千葉地震被害想定のホームページ
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気象庁が発表する津波情報

気象庁が発表する津波情報とその予報区、地点

 大津波警報・津波警報・津波注意報

［津波予報区］

 津波到達予想時間・予想される津波の高さに関する情報

［津波予報区］

 各地の満潮時刻・津波到達予想時刻に関する情報

［津波予報区・験潮所］

 津波観測に関する情報

［験潮所］
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九十九里・外房
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津波観測点
A.銚子
B.勝浦市興津
C.館山市布良
D.千葉

県の災害対応では
どこが甚大な被害を受けるかの規模感を早期につか
みたい！
そのためには、
詳細な津波高、浸水域、浸水深が必要！
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地震津波計
地震計：速度計１式、加速度計２式、広帯域型地震計１式
津波計：海底水圧計２式
提供：防災科学技術研究所

千葉県の津波浸水予測システムでは、
S-net全１５０地点のうち

S1：房総沖
S2：茨城・福島沖
S6：海溝軸外側南半分

の６２地点を利用

日本海溝海底地震津波観測網（Ｓ－ｎｅｔ）

日本海溝海底地震津波観測網（S-net）
• 千葉県房総半島沖から北海道沖の海底１５０地点に、防災科

学技術研究所が整備・運用
• 地震と津波を同時に観測できるよう地震計と津波計が一体
• 東西方向に約３０ｋｍおき南北方向に約５０ｋｍおきに設置

千葉県南房総市にある南房総陸揚げ局
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千葉県津波浸水予測システム 概要

地震

津波の

発生

S-netによ

る観測

千葉県津波浸水予測システム

自作の津波事典から類似する津波を検索

予測情報の

配信・活用 6

整備目的

• 津波発生後、詳細な津波情報を配信し、沿岸地域の住民や観光客等の安全かつ適切な避難行動・継続避難を支援し、津
波被害を減らす

• 県・市町村等の津波災害対応を迅速化させる

観
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報
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信
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情報受信
• 県庁出先
• 市町村
• 消防局 等

地
震
・
津
波 観

測
・
予
測

情
報
の
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信事前に作成した2614

断層のS-net波形，
浸水図等を保存。

千葉県津波浸水予測システム

求められ断層モデ
ルに紐付く、

•最大津波高
•津波到達時刻
•津波浸水深
•津波浸水範囲

を地域ごとに予測

事典
（DB）

観測情報

Matching

観測情報から
求められる
断層モデルを

検索

予測情報

情報活用
• 迅速な災害
対応

• 安全な避難
誘導を支援

• 孤立地域の
早期把握

• 救助・救援
の支援

...等

気
象
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法
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の
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報
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が
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須

津波の予報
業務許可
申請中
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地形データの作成

•最大2630m格子領域から最
小10ｍ格子領域（予測対象
領域）までの６層構造

断層モデルの作成
•日本海溝・相模ﾄﾗﾌ沿い
•Mw7.6～8.5 ，2614ｹｰｽ

(=Mw×断層深さ×傾斜角)

Mw8.2

既往(検証)地震の設
定
• 1677年 延宝房総沖地震
• 1703年 元禄関東地震
• 2011年 東北地方太平洋
沖地震

その他条件の設定
•地殻変動：Okada(1992)

•粗度係数：0.025
（空地等に相当する値）

•堤防等施設条件：無し
•潮位条件：T.P.±0m

•津波計算時間：
地震発生後9時間

•計算時間間隔：0.05秒

…など

沿岸評価点の決定
地区人口(多)や重要施設の前面、

かつ水深5mの複数地点

予測対象地域の決定

九十九里外房１５市町村

申請 対象市町村 地点数

第1期 一宮町・いすみ市
勝浦市・鴨川市

26

第2期 銚子から南房総市ま
での残り11市町村

22

7

勝浦

部原

守谷 鵜原

興津

津波コードJAGURSによる
津波計算，結果の出力

計算結果を基にデータ
ベースを作成（システム
に対応した形式に加工）

千葉県津波浸水予測システム 計算条件
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千葉県津波浸水予測システム

8
市町村・消防等 県防災情報システムＮＷの端末に配信を想定
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千葉県津波浸水予測システム クラウド

9
利用者

利用者

千葉県庁

Edge Location

AWS cloud

市町村・消防等防災関係者に配信を想定

 当初のシステムは、予測情報の配信を防災の専用
NWの端末（各市町村に1台）に限られた

 東日本大震災では、庁舎での災害対応や避難誘導等
の活動中に浸水域と知らずに職員等が津波によって
被災、犠牲に

• 既存システムでは、インタネット接続にセキュリティ・同時ア
クセス数に課題、パブリッククラウド上に配信システムを構築

• インターネットに接続のパソコン、タブレット、スマホに地震
被害予測・津波浸水予測を配信

防災関係者が、
避難誘導現場で
予測情報を確認
できる必要があ

る！
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千葉県津波浸水予測システム クラウド

10
市町村・消防等防災関係者に配信を想定

2020/11/17 20:00
大津波警報・津波警報・津波
注意報

大津波警報・津波警報を発表
しました。

＜大津波警報＞
福島県、茨城県
＜津波警報発表＞
千葉県九十九里・外房
＜津波注意報発表＞

推定震度分布

地震被害予測 津波浸水予測

津波浸水予測
観測値（水圧計）

津波計算波形

津波到達予想
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千葉県津波浸水予測システム アプリ

11
市町村・消防等防災関係者に配信を想定

津波浸水予測 地震被害予測

推定震度分布

津波浸水予測

津波計算波形

観測値（水圧計）

津波到達予想


